
まえがき＝騒音を抑制して静音化や快適音化を図ること
が，製品の高付加価値化と製品競争力強化の点から，自
動車，家庭電化製品，鉄道車両，建設機械，航空機，事
務用機器，産業機械，工業化住宅など多くの分野で重要
課題の一つとなって久しく，これまでに各種の低騒音化
が図られてきた。
　ところで，新規開発の場合には，例えば乗用車や鉄道
車両における軽量化のような，防音性能以外のほかの性夿すでに 20 年以上を経過した。現
在までに，実設計への適用を通して榛

として
は，音響エネルギに注目し位相情報を無視する幾何音響
これらについては後述する。

　上述の領域型解法では，有限個の要素に分割して離散

化方程式を立式する際の，数値計算の精度を保持するた

めに，波長に対する分割要素長さの割合を一定値以下に

保つ必要がある。そのため高周波数域では要素数が非常

に増加して巨大次元数の方程式となり，実用上計算が不

可能となることがある。このため，工場やプラントのよ
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った16）。図20に音場シミュレーション結果の一例とし
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